
１．はじめに

　2019年末に発生した新型コロナウイルス感染症
（COVID-19） は 世 界 中 に 流 行 し、2020年3月 に は
WHOからパンデミックと表明された。日本でも4月に緊
急事態宣言が発令され、本学は、全国の多くの他大学と同
様に、2020年度の前期授業は全て遠隔で行うこととなっ
た。学生は、突然、何の準備もないまま、自宅でインター
ネットを介して、教員とも友人とも対面することなく、独
りで授業を受けなければならないことになったのである。
実家を離れて不安と希望の中で大学生活を始めようとして
いた新入生は、入学式もなく、周りに誰も知り合いがいな
い中でこの事態に臨むことになり、多少なりとも混乱した
ことと想像する。加えて、政府からは不要不急の外出は控
える「ステイホーム」が求められ、自由に出かけてコミュ
ニケーションをとる機会も制限される状況であった。
　コミュニケーション（communication）とは、実用日
本語表現辞典によると、『「伝達」「通信」「意思疎通」など
の意味の表現。「交流を図る」「意思を伝え合う」といった
行動を指す意味合いで用いられることも多い。言葉を使っ
た意思疎通だけでなく、文字を使った伝達、身振り手振り
による意思表示などもコミュニケーションに該当する。』
『コミュニケーションの語源はラテン語で「分かち合う」
を意味する「communis」である』と説明されており１）、
人と関わりながら生きている人間社会の中においては、欠
かせないものである。
　ユニバーサルデザイン（以下UD）の視点から述べると、

例えば視覚や聴覚といった人間の身体機能の欠如や、環境
に問題があっても、他の身体機能や環境の状態を補って、
バランスをとることを学び整えながら、うまくコミュニ
ケーションがとれるようにしていくことができる。しかし、
このコロナ禍の大学生活は、何の心得もない健常者が突然、
コミュニケーションの取りにくい環境に置かれ、その欠如
を自力で補うことを強いられている状況である。おそらく、
それぞれの状況下で様々な困難に遭遇し、それを克服する
ためにあらゆるトライアルを行うであろうが、その中で体
感することや気づきは「コミュニケーションの本質」に通
じる貴重なものであると考えた。
　そこでまず、「コミュニケーションの本質」に通じるも
のを「コミュニケーションのUD」として、「年齢、性別、
身体能力、言語、コンピューターの操作リテラシー、環境
や状況の多様性など、人の様々な特性に違いがあっても、
誰もがストレスや疎外感なくコミュニケーションできるこ
と」と定義づけた。そして、コロナ禍の生活の中における
コミュニケーションの経験を生きた学びとするべく、いく
つかの授業で「コミュニケーションのUD」をテーマにと
りあげ、現状を把握し、課題を共有した。本著では、その
内容を基に分析し、「コミュニケーションの本質」につい
て考察する。

　コミュニケーションは、人間が社会生活を営む上で欠かせないものである。コロナ禍において “ステイホーム”を強いられ、大学は遠隔
授業となり、私たちは、今までのように自由気ままなスタイルでコミュニケーションをとることができなくなった。皆が何の心得もないま
ま突然障害をもち、コミュニケーションをとらざるを得なくなったような状況である。ユニバーサルデザイン（UD）の観点から言うと、
人間は心身機能に何か欠如が起こった際には、他の身体機能で補完してバランスをとりながら、時間をかけて適応していく。コロナ禍にお
けるコミュニケーションが人々に気づかせたことは、おそらく「コミュニケーションの本質」に通じる貴重なものではないかと考えた。
　そこで、「コミュニケーションのUD」を「年齢、性別、身体能力、言語、コンピューターの操作リテラシー、環境や状況の多様性など、
人の様々な特性に違いがあっても、誰もがストレスや疎外感なくコミュニケーションできること」と定義し、いくつかの授業でテーマにと
りあげた。ここでは、学生の体験に基づいたレポートから現状と課題を分析し、「コミュニケーションに関わる大切な要件」を考察している。

　Communication is indispensable for human beings to lead a social life. In the COVID-19 crisis, we were under "STAY HOME" and university 
classes were changed to distance learning, making it impossible to communicate in a free style as before. The situation was such that 
everyone suddenly had a disability without any knowledge and was forced to communicate. From a universal design (UD) perspective, when 
there are mental and physical problems, humans balance, complement other functions, and adapt over time. I think that what communication 
in the COVID-19 crisis made people aware of is probably a valuable link to the "essence of communication."  
　I defined "UD of communication" is "Everyone can communicate without stress or feeling of alienation, even if there are differences in 
various characteristics of people such as age, gender, physical ability, language, computer operation literacy, and diversity of environment and 
situation," and I took up this theme in some my classes. Here, I analyze the current situation and issues from the student's reports which based 
on their experience, and consider "important requirements for communication".
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２．学生レポートの分析

２－１．学生が取組んだテーマ
（１）コロナ禍におけるコミュニケーションのUDの事例
　ユニバーサルデザイン・インクルーシブデザイン概論の
受講生252名が、コロナ禍の生活や授業の受講の中で
「コミュニケーション」に関して気づいたこと、感じたこ
となどを「コミュニケーションのUD」としてレポートに
まとめた。受講生の内訳は1年143名、2年77名、3年
25名、4年7名（国際文化学科48名、文化政策学科48名、
芸術文化学科21名、デザイン学科135名）。
（２）遠隔授業におけるコミュニケーションの特徴
　松中悠は、語学からデザイン演習まで、様々なスタイル
の遠隔授業を受講する中で、学生と教員のコミュニケー
ションに焦点を当て、授業スタイルごとにその特徴をまと
め、分析を行った。
（３）贈り物に関わるコミュニケーションの価値と提案
　古野雄大は、コロナ禍に進展したデリバリーの文化にお
ける「配達員とのコミュニケーション」に着目し、現状把握
と課題の整理を行った上で、贈り物に関わるコミュニケー
ションの価値を具現化するサービスのあり方を提案した。

２－２．遠隔授業の体験からの気づき
（１）遠隔授業の種類と特徴
　本学では、授業のコンテンツの配信、レポートやアン
ケートのやり取りなどをWeb上で行う、manabaという
学習管理システム（LSM）を使い遠隔授業を行った。さ
らに、動画であればYou Tube、重い容量のデータ共有で
あれば、One Driveなどのストレージサービスも併用した。
　遠隔授業のタイプは、リアルタイムの対話の有無によっ
て「オンデマンド型授業」と「双方向性授業」の2つに大
きく分類される。学生レポートに見られた、受講者の主な
メリットとデメリットとあわせて表１にまとめた。
（２）遠隔授業におけるコミュニケーションの現状と課題
　受講した遠隔授業全般を通して感じたことを書いた学生
のレポートから、コミュニケーションの現状と課題の特徴
的な事例を表２にまとめた。前向きで肯定的な事例をポジ
ティブとし、課題を感じる残念な事例をネガティブとして
分類している。
（３）双方向授業における参加者の役割と関係性
　双方性授業における参加者の役割と関係性を図１のよう
に整理すると、現状の把握と課題の理解が深まる。
　教員は授業の進行役で、話題提供者である。話題提供者
はゲストや専門家（ビデオなどのアーカイブも含む）の場
合もある。学生は主に聴講しているが、時々、課題の発表
やグループワークなどの議論を通して、話題提供者になる
こともある。議論などに参加せず、聴講に徹したい学生は、
周りに気遣うことなくそうすることができるため、対面に
比べてストレスが少ない。一方教員は、対面であれば一望
すれば、このような異なるスタイルの学生がどの程度いる
のか大体把握できるのだが、遠隔では全く分からず授業を
進める上でのストレスになる。そこで、教員と学生の間を
媒介する人（例えば指導員や一部の学生）をあらかじめ頼
んで置き、聴講側の状況を伝える役目を担ってもらうと、
授業の推進がスムーズにいく。

表１．遠隔授業の種類と特徴

表２．遠隔授業のコミュニケーションに関する事例

図１．双方性授業における参加者の役割と関係性
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　対面授業で配布される資料や投影される授業コンテンツ
は、遠隔授業では、アーカイブを介して共有される。これ
らの情報は、事前に見ることができ、時間制限にゆとりが
あることが大切な条件である。また、議論後のフィード
バックはＬＳＭを介して行われることが多いが、対面より
も、丁寧で早いレスポンスが求められている。

２－3．遠隔授業以外の体験からの気づき 
　遠隔授業以外の日常生活全般においても、家族や友人、
バイト先の人とのコミュニケーションの中で多くの気づき
が挙げられている。主な具体事例を表３にまとめた。

表３．遠隔授業以外のコミュニケーションに関する事例

　コロナ禍にはデリバリーサービスが日常生活の中に浸透
してきたこともあり、「配達人とのコミュニケーション」へ
の言及も多くみられた。世界的にも、配達人をねぎらう心温
まるエピソードがネットに掲載され話題になっている2）3）。
古野雄大は、「怪我で買い物に行けなくなっていた友達の
家に、自分が配達員となって食事を届けるというサプライ
ズをしたところとても喜んでもらった」という経験からこ
の状況に着目し、配達人への気持ちも加えた「＋ありがと
う」のギフトサービスの可能性を検討し提案した。

３．考察

　コロナ禍の「コミュニケーション」に関する学生レポー
トの分析を基に、キーワードを図２のように整理し、「コ
ミュニケーションに関わる大切な要件」を考察する。

（１）聴覚系の要素
　遠隔のコミュニケーションでは、「聴覚」の重要性がか
なり注目された。声の大きさ、トーン、聞こえにくさや周
囲の雑音にまで、多くの要望があげられている。ヘレ
ン・ケラーは、「見ること」「聞くこと」「話すこと」がで
きない三重苦の中から一つだけ神様が解放してくれるとし
たら「耳が聞こえるようになりたい」と迷うことなく答え、
そ の 理 由 を『Blindness cuts you off from things; 
deafness cuts you off from people.（目が見えないこ
とは人と物から切り離す。耳が聞こえないことは、人を人
から切り離す）』と、カントの言葉を使って述べている４）。
コロナ禍において気軽に会えないというこれまでにない状
況を強いられた際、私たちは、「人が人から切り離された
状況」を体験し、コミュニケーションの大切さを改めて感
じたのではないだろうか。
　しかし、聴覚からの情報は、取捨選択がしにくく、最初
から最後まで集中して聴かなければならないためストレス
がかかる。視覚と聴覚をいかに組み合わせるかは、コミュ
ニケーションの理解を深める際に重要である。
（２）視覚系の要素
『人が得る情報の八割から九割は視覚に由来する』と一般
に言われているが５）、視覚に頼りすぎることによる弊害も
今回気づかされたのではないだろうか。時には邪魔になる
こともある。例えば、ビデオ機能があっても、顔見せなし
を選ぶ場面も多くあった。また、文字による限界、誤解に
ついても気づかされた。絵文字やアイコンは感情表現をや
わらげる役割を担う場合もあればそうでない場合もある。
詳細な気持ちを伝えなければならない場合、時と場合で
ツールを使い分ける機微も必要である。うまくコミュニ
ケーションをとるには、視覚情報をコントロールする工夫
や知識をいろいろと習得しなければならない。
（３）感情表現のコントロールとモラル
　感情の表し方、受け止め方には個人差があり、対面での
コミュニケーション以上にデリケートな問題になっている。
できれば顔をみせずに話したい、発言せずに聴講したいと
いった選択が自由にできることは、コミュニケーションのと
りやすさ学びやすさにつながっているように見える。しかし
一方では、匿名性による声なき圧力により全体のムードを壊
すことにつながる可能性も秘めている。相手の気持ちを想
定することや、対面ではないコミュニケーションにおけるモ
ラルの教育は、より大切になってくるのではないだろうか。

図２．コミュニケーションに関わるキーワード　
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（４）時間的な要素
　スピーディな返答、反応への感謝や賞賛の声が多く聞か
れた。リアクションの速さは、対面の時には気づかなかっ
た大きな価値として認められている。そこには、安心感、
信頼感、など、様々な価値が含まれているように思う。私
自身も、学生のリアクションや理解の度合いが素早く感じ
取れると授業が進めやすいという経験が何度もあった。
　また、タイムラグのために、会話のテンポがかみあわな
いことが不快で、機械によるものだとわかっていても会話
への興味が薄れ、相手への不満につながるなどして、結果
的に意思疎通を妨げるだけでなく、相手との関係性にまで
影響を与えてしまう可能性もある。自分に都合の良いタイ
ミングで話をし、思っていたようなタイミングで返答が得
るということが、いかに大切で難しいことか、「間」の意
味に多くの人が気づかされたに違いない。授業では、教員
と学生を媒介する人がいることでコミュニケーションが円
滑になるようであったが、一般のコミュニケーションでも
「媒介」の存在が求められてくるのではないだろうか。
（５）環境の公平性
　遠隔コミュニケーションを行うには、通信環境が整って
いることが前提となる。機器のグレード、設置場所など、
様々な条件が至らないと情報を入手できない。また、操作
リテラシーが乏しいと接続するための時間もかかり、スト
レスを生む。情報が公平に行き渡ることはたやすいことで
はない。
　操作端末を使い分けることにより、学びの効率を高めて
いる例も多数見られた。これからの時代、作業の効率など
もあわせて、ネットを介したコミュニケーションの作法が、
ユーザのリテラシーと個性に合わせて発展していくことだ
ろう。その際、置いてきぼりになるユーザがいないように、
環境から操作まで、UD視点からの幅広いフォローが必要
となろう。
（６）コミュニケーションの広がりと関係性の深まり
　購買のシーンやバイトの「接客」におけるコミュニケー
ションの事例には、社会性を意識した相手への思いやりが
感じられた。また、配達員へのねぎらいの気持ちや、新幹
線の案内や移動のナビゲーションの不備の指摘など、コロ
ナ禍になったことで、これまで見過ごしていたようなこと
に、コミュニケーションの必要性を感じて、課題提起や新
たなサービスの提案をしている。コミュニケーションの広
がりや深さを感じることは、本質につながる。コロナが収
束しても、この感覚は大切に展開していきたい。
（７）家族との絆
　家族とのコミュニケーションが豊かになったという事例
は多数見られた。自分のことを親身になってみてくれる人
とのコミュニケーションがいかに心を落ち着かせるか、一
人でいる時間が多い中、あらゆるシーンで気づかされ、そ
れは今後の生活の中にも影響していくと思われる。

４．まとめ

　本著では、学生のコロナ禍での気づき、現状把握、改善
提案などから「コミュニケーションに関わる大切な要件」
をいくつか導き出してきた。「自分の伝えたいことを正し
く相手に伝え、その伝えたいことを相手にストレスなく受

け取ってもらうことは容易なことではない。思いやりや工
夫がいかに必要か」、ということを体感したことは、何よ
りも大切なことではないだろうか。
　コロナ禍では大なり小なり、対面のコミュニケーション
の価値を再認識した人は多かった。しかし同時に、対面で
ないコミュニケーションにもある程度なじみ、その気楽さ
にも気付いてしまっている。アフターコロナは、おそらく、
コロナ禍で学んだ「コミュニケーションの本質」を基軸に、
これまでの「コミュニケーション」の在り方を、少しずつ
変化させながら進化していくと考える。
　私事だが、コロナ禍で、離れて暮らす高齢の両親の所へ
月1回の帰省ができなくなってしまった。代わりに、LINE
で朝の挨拶を、昼間には電話で気分まかせのおしゃべりを、
寝る前には、寝物語のように一日を締めくくる話を電話で
することが日課となった。86歳の母は、コロナ禍にスマ
ホデビューし、使い始めて3か月たった頃、「LINEてありが
たい」（原文のまま）とメッセージをおくってきた。「暇な
時間」に「相手を想う気持ちを伝えたい」という思いは高
齢者も若い人もかわらない。参考までに、「スマホの使い
方の教え方がうまい」と母にほめてもらったのでそのコツ
を書いておきたい。まず、ガラケーを使っていた「経験」
と母が「使いたいと思うであろう機能」を想像し、母が日
常使っている言葉やニュアンスを用いて操作方法を説明す
る。そして、失敗してもいい環境であることを伝え、安心
して繰り返し使ってもらう。できるだけすぐに返信する、
スタンプもおりまぜて話題を和ませる、短くても頻繁に会
話を交わすことなどを繰り返すうちに、双方にとってスト
レスなく使えるペースができてくる。あとは、母の話をし
たいという気持ちと使い方への好奇心につなげられれば上
達は早い。
　コロナ禍で、人と会う機会や会話が減り、痴ほうが進ん
でしまったという事例もきかれるなど、「コミュニケー
ション」が生きる力につながる可能性は計り知れず、「コ
ミュニケーションのUD」は、誰もの心に響くものだと思
う。今後は、次世代を担う学生とともに具体的なデザイン
を提案し、少子高齢化の社会の中に活かされるよう、展開
していきたい。
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